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はじめに 

 

このプログラムは、建築構造計算の中で個別計算について収録したものです。 

現在は独立フーチング基礎と杭基礎の計算プログラムが収録されていますが、今後も順次計算項目は追加

されて行きます。 

 

但し、基本的に計算項目の追加は有償となっています。詳しくは、本文「１０．メンテナンスについて」を参照

してください。 

 

本プログラムのメンテナンスは、基本的には 

弊社ホームページ( http://www.asd.gr.jp ) 

または 

カスタマサポート( support@asd.gr.jp ) 

で行います。 

詳しくは、本文「１０．メンテナンスについて」を参照してください。 

 

 

 

注 意 

 

1. 本書の内容の一部あるいは全部の無断転載をおよび複写を禁じています。 

2. 本書内容は予告なく変更することがありますが、予めご了承ください。 

3. 本書内容につきましては万全を期しておりますが、万が一お気づきの点、不明な点等がございましたら

弊社までお問合せください。 

4. 本プログラムの運用に際しては、表現されている内容の技術的な前提条件を十分ご理解した上でご活用

ください。 

5. 建築基準法、同施行令の改正または各地域による行政庁の指導等の違いによりプログラムの一部または

全部に機能不備等が発生しても、弊社は一切の責任を負いかねますので予めご了承ください。 

6. 本プログラムを使用することによって生ずる全ての利益または損失について、弊社は一切の責任を負い

かねますので予めご了承ください。 

7. 『BST-F1』として提供される記録媒体に記録されているプログラムやファイル等、および本説明書や他の

全ての書類の著作権は、全て弊社に帰属します。貴殿は弊社から許諾を受けた使用権に基づき、本プ

ログラムを指定装置においてのみ使用できます。 

 

 

プログラム企画・開発 

＆ 

ASD Laboratory 

C 株式会社エー・エス・ディー  

ASD Co. & ASD Laboratory 
 

- 1 - 



 

BST-F1 使用説明書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASD Co. & ASD Laboratory 
 

- 2 - 



 

BST-F1 使用説明書 

 

 

目 次 

 

１．BST-F1 について  5 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････････

･･･････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･･････････････････

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

･･････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････････

･･･････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････

･･････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････

･･････････････････････････････････････････････････

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････

･･････････････････････････････････････････････････････

･･･････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････

･･････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････････

･･････････････････････････････････････････････････････････

･･････････････････････････････････････････････････････････

･･････････････････････････････････････････････････

･･･････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････

 

２．BST-F1 の動作環境  5 

 

３．BST-F1 でできる基礎の形態  6 

3.1 独立フーチング基礎 ････  6 

3.2 杭基礎  6 

 

４．まず使ってみよう  (入力から計算,結果の表示・印刷までの基本操作の説明)  7 

 4.1 説明に使う例題  7 

 4.2 BST-F1 を立ち上げる  7 

 4.3 データを新しく定義する  8 

 4.3.1 「工事名」、「ファイル名」、「単位系」、「地耐力」について  8 

 4.4 基礎データの入力画面を表示させる  9 

 方法 1  9 

 方法 2  10 

 4.5 基礎データの入力  11 

 4.5.1 簡単な入力画面説明  11 

 4.5.2 入力画面でのキー操作  12 

 4.5.3 入力の実際  13 

 4.5.4 データを入力し、登録すると…  14 

 4.6 計算・表示、印刷  15 

 4.6.1 計算  15 

 4.6.2 結果の表示  16 

 4.6.3 結果の印刷  18 

 a. 全ページを印刷するとき  19 

 ｂ. ページ範囲を指定して印刷するとき  19 

 

５．入力データの管理  21 

 5.1 入力データの保存  22 

 5.2 保存データの読み込み  25 

 5.3 保存データの保管(移動・コピー)  27 

 5.4 保管データの読み込み  34 

 5.5 保存データの削除  37 

 

６．入力データのメンテナンス  40 

 6.1 基礎データの修正  40 

 6.2 基礎データの並び替え  41 

 6.3 基礎データの削除(個別削除)  43 

 6.4 基礎データの削除(一括削除)  45 

 6.5 入力データのデータ名(工事名)の変更  47 

 6.6 入力データを記録するときのファイル名の変更  49 

 6.7 入力データの単位系の変更  51 

 

 

 

ASD Co. & ASD Laboratory 
 

- 3 - 



 

BST-F1 使用説明書 

 

 

７．マスターデータの設定(材料強度・サイズ等に関するファイル)  52 ･･････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････

･･････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････

･･････････････････････････････････････････

･･････････････････････････････････････････････････････････････････

･･･････････････････････････････････････････････････････････････

･･････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

 7.1 鉄筋強度マスターファイルのメンテナンス  52 

 7.2 鉄筋サイズマスターファイルのメンテナンス  54 

 7.3 コンクリート強度についての設定  55 

 

８．コントロールファイルの設定(キー操作に関する設定)  57 

 8.1 キーアクションの設定  57 

 8.2 キャンセル処理時の設定  58 

 

９．データ入力支援用補助ファイルの設定  60 

 9.1 共通データの設定  60 

 

１０．メンテナンスについて  62 

 

１１．単位系について  63 

 

 

 

ASD Co. & ASD Laboratory 
 

- 4 - 



 

BST-F1 使用説明書 

 

 

１．BST-F1 について 
 

BST-F1 は基礎の設計のためのプログラムで、建築基礎構造設計基準・同解説および鉄筋コンクリート構

造計算基準・同解説(許容応力度設計法)に準拠しています。 

2003 年 4 月現在において、BST-F1 で計算できる基礎形状は独立フーチング基礎(偏心荷重可)と杭基礎

の設計ですが、今後それに加えてや「スラブの設計」等、必要な各計算機能を順次追加して行くためのベ

ースとなります。 

なお、今後追加されてゆく各計算機能はそれぞれ有償となりますので予めご了承ください。 

 

 

２．BST-F1 の動作環境 
 

BST-F1 の動作環境は以下の通りです。 

 

■OS 

 

Windows 95 

Windows 98 / Windows 98SE 

Windows 2000 Professional 

Windows Me 

Windows XP  

 

■コンピュータ本体 

 

PC ：  OS がサポートしている PC/AT 互換機および PC-9800 シリーズ 

CPU ：  Pentium 100MHz 以上 

必要メモリ ： 64MB 以上 

CD-ROM ： プログラムインストール用として 

HDD ： インストール後 100MB の空きエリア 

FDD ： 3.5 インチ FDD1 台 

 

■プリンタ 

 

A4 が印刷できる Windoｗs 対応プリンタ(レーザープリンタ推奨) 
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３．BST-F1 で設計できる基礎の形態(2003 年 4 月 1 日現在) 

 

3.1 独立フーチング基礎 

 

BST-F1 では独立フーチング基礎の計算ができます。 

入力できる外力は、長期および短期の軸力 N，モーメント M，

水平力 H です(右図参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 杭基礎 

 

BST-F1 では杭基礎の計算ができます。 

入力できる外力は、長期および短期の軸力 N，モーメント M です

(右図参照)。 

杭の配置パターンは下図を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
杭基礎で用意されているパターン 
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４．まず使ってみよう 入力から計算,結果の表示・印刷までの基本操作の説明 

 

ここではまず最初に、データを入力し、その結果を見て印刷する、という基本的な使用方法を例題で説明

します。 

内容はいたって簡単ですので、ぜひ説明に従って操作し、基本的な使い方をマスターしてください(わざ

わざ説明する必要もないくらい簡単です)。 

 

4.1 説明に使う例題 

 

操作説明に使用するデータは、以下の通りです。 

荷重単位は SI 単位です。 

なお、SI 単位については、後記「11．単位系について」を参照してください。 

(このデータはサンプルデータ 1(SI)の中の 1 番目のデータと同じ物です) 

 

[条件] 

 

長期地耐力 ： fe = 200ｋN/m2 

コンクリート ： Fc = 24 N/mm2   単位重量：24kN/m3 

鉄  筋 ： SD235 D19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 BST-F1 を立ち上げる 

 

BST-F1 が正しくインストールされていれば、コンピュータの画面(デスクトップ上)に、

右図のような BST-F1 を立ち上げるための「ショートカット」があるはず
．．．．

です。 

どうです、ありましたか？ 

あったらそのショートカットをダブルクリックしてください。 

 

無い時は．．．？ 

ごみ箱にでも捨てない限り、必ず画面上にあるはず

です。 
BST-F1 を立ち上げるため

のショートカット 
もしごみ箱に捨ててしまった場合は、それなりの処置

をし、取り敢えずここは
．．．

何らかの方法で BST-F1 を立

ち上げてください。 

ASD Co. & ASD Laboratory 
 

- 7 - 



 

BST-F1 使用説明書 

 

 

4.3 データを新しく定義する 

 

BST-F1 を立ち上げるとメインメニュー画面が現れます。 

BST-F1 は全てこの画面が中心となり、ここから色々な処理の指示をすることにより作業を進めます。 

 

混乱を避けるため、ここでは今からの作業に必要なメニュー項目についてのみの説明をします。 

従って、ここで説明されていないメニュー項目については、別の所で説明していますので、そちらを参照

してください。 

 

工事名 

このバージョンの最終

修正日 

プログラムの終了ボタン 

(特にデータ数の上限を設定していない)

入力されたデータはここに表示される 

このデータの地耐力 

現在のデータの単位系 BST-F1 のメニュー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3.1 「工事名」、「ファイル名」、「単位系」、「地耐力」について 

 

まず、工事名とファイル名は最初ですから 「(未定)」 になっています。 

そして、単位は 「SI 単位」、地耐力は 「0ｋN/ｍ2」 となっていますね。 

 

■ 工事名、ファイル名はいつでも入力できます。 

 

 特に、工事名は基礎データを入力した後でも、一度工事名を「(未定)」のまま保存した後でも、

再度読み込んだ後でもかまいません。要は提出書類を印刷する前であれば良い、ということ

です。 

 

■ 保存ファイル名は、データを保存するまでに入力すれば間に合います(当然ですね)。 

 

 保存するときにファイル名が指定されていなければ保存することはできません。従っていず
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れにせよそのときに保存ファイル名を聞いてきますので、そこで入力しても十分に間に合い

ます。 

 

■ また単位系ですが、ここでは「まず使ってみる」ということで、単位は 「SI 単位」のままでいい

でしょう。 

 

■ 地耐力は、これから入力する個々の基礎データを入力する再に入力されます。 

 

以上のことから、これらについては今あせって入力する必要がないことになりますので、ここで

はこれら「工事名」、「ファイル名」、「単位系」の入力は行わず、いきなり基礎データの入力をす

ることにします。 

 

なお、「工事名」、「ファイル名」、「単位系」の入力につきましては、後述の「6.5 入力データの

データ名(工事名)の変更」で説明しています。 

また保存ファイル名は 

「6.6 入力データを記録するときのファイル名の変更」 

以外に、 

「5.1 入力データの保存」 

でも説明していますので、気になるようでしたらそちらを参照してください。 

 

いずれにせよ、取り敢えずそれらを一旦横に置いておいて
．．．．．．．．．．

、基礎データの入力へ進むことにし

ます。 

 

 

4.4 基礎データの入力画面を表示させる 

 

基礎のデータ入力画面へは以下の二つの方法で行くことができます。 

各自お好きな方法で基礎の入力画面に移ってください。 

 

■方法 1 

メニュの[基礎データ]から基礎データ入力画面に移る 

 

<独立フーチング基礎>を選

びます。 

<基礎データ作成>メニューか

ら、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで、新しい基礎データの入力画面が表示されます。 

ASD Co. & ASD Laboratory 
 

- 9 - 



 

BST-F1 使用説明書 

 

 

■方法 2 

基礎データの入力画面を表示させるもう一つの方法を以下に示します。 

 

入力データの表示グリッドをダブルクリックする 

 

 

 

入力データの表示グリッドの空欄部分をダブルク

リックすると、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<作成>ボタンをクリックしてください。 

ここでは「独立フーチング基礎」の入力をするの

で、「独立フーチング基礎」をクリックし、 

基礎タイプを選択する画面が表示されます。  
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4.5 基礎データの入力 

 

4.5.1 簡単な入力画面説明 

 

基礎データの入力画面はは二種類に分かれています。 

二種類の入力画面は「タブ」をクリックすることで切り替えることができます。 

 

入力画面はこのタブをクリックする

ことで切り替える。 

地耐力、使用コンクリート、使用鉄筋等を入力

する。 

<共通値>画面 

共通値の設定については、詳しくは「9.1 共

通データの設定」を参照してください。 

<共通値編集>ボタンをクリックすると、この画

面からでも直接共通値の設定をすることがで

きます。 

これらの値は同一工事内の基礎では同じ値が

使われることが多いのでディフォルト値として

「共通値」で設定されているデータが読み込ま

れている。 

これらの値は同一工事内の基礎では同じ値

が使われることが多いのでディフォルト値とし

て「共通値」で設定されているデータが読み

込まれている。 

基礎の応力、寸法等を入力する。 

<入力>画面 
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4.5.2 入力画面でのキー操作 

 

入力は入力枠に必要な値を入力した後、[Enter]または[↓]キーで、次の入力枠に自動的に移

動します。入力枠の移動順番は下図の通りです。 

また、[↑] キーの場合は下図とは逆の順で入力枠を移動します。 

 

 
入力枠には何も入力しなくてもいいですから、取り敢えず、[Enter] キー、 [↓]キーまたは

[↑] キーをカチャカチャと押してカーソルの動きを確認してください。 
 

 

 

 

  <入力>タブでの入力画面 開始位置 

[↑]キーが押されたときは、こ

の矢印の逆方向に入力枠は

移動する(逆順) 

[Enter]，[↓]キーが押された

ときの入力枠の移動順(正順) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<共通値>タブでの入

力画面 

この<共通値>の入力画面では、入

力したい入力枠にマウスでカーソル

を合わせるか、TAB キーで入力枠に

移動してください。 
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4.5.3 入力の実際 

 

画面のように入力してください。もちろん、ご自分で入力したい値を入力してもかまいません。 

<共通値>画面はそのままでいいと思いますが、気になるようでしたら目を通しておいてください。 

 

 
実際に入力しなければいけない項目。 

必ず入力してください。もちろん「0」も、です。

ここには最初から値が入力されていますが、この値は「共通データ」と

して登録されている値が採用されています。 

この「共通データ」は、お客様が自分にあった値を自由に登録すること

ができます。 

参考図です。 

登録方法につきましては「9.1 共通データの設定」を参照してくださ

い。 

入力が済みましたら<登録>ボタンを

クリックしてください。 

 

<共通値>の画面も次頁に掲載してい

ます。 

一応それも目を通し、確認してくださ

い。 

従って、チェックを外すと、その方向の Lx1 または Ly2 の入力が必要に

なります。 

X 方向の中心、Y 方向の中心にチェックが入っていると、それぞれの方

向において、「柱型(ax まかは ay)は Lx または Ly の中心にある」と言う

意味になります。 

ここはこのままでいいでしょう。 
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<共通値>画面 

 

通常、ここはチェックを入れておくのが普通ですね。 

ここは基礎底面の接地圧を計算時するときの設定です。 
基礎本体の自重を考慮したくないときは、「コンクリート単位重量」のチェ

ックを外してください。 
同様に、埋め戻し土の自重を考慮したくないときは、「埋戻土単位重量」

のチェックを外してください。 
 

操作方法はわかると思います。 
気になる方は変更してください。 
 
鉄筋は、取り敢えずこれでいいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.5.4 データを入力し、登録すると．．． 

 

データを入力し、<登録>ボタンをクリックすると、メインメニューに戻り、入力データグリッドにデー

タが 1 行入力されているのが確認できます。 

 

地耐力が表示されました。

今入力したデータが 1 行表

示されています。 
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4.6 計算・表示、印刷 

 

4.6.1 計算 

 

データは入力されましたので、次は今入力した基礎の計算をします。 

 

ここで注意ですが、計算をするには「キーディスク」(旧：システムディスク)が必要ですので、お手

元の「キーディスク」を用意してください。 

 

それでは、お手元のキーディスクをフロッピーディスクドライブ(以下、FDD とします)へセットし、

下の画面のように<実行>メニューの<計算開始>を選択してください。計算が開始されます。 

 

<実行>メニューの 

<計算開始>をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意： ここでキーディスクが FDD にセットされていないと、下図のような警告メッセージが出ますの

で、キーディスクを正しくセットし、<最試行>ボタンをクリックして下さい。 

 

キーディスクを正しくセットし<最

試行>ボタンをクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

計算が終わると、下図のような、計算終了のメッセージが表示されますので、<OK>をクリックして

ください。 
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4.6.2 結果の表示 

 

次は計算結果の表示です。 

実は BST-F1 では、計算をするとその後自動的に結果が表示されますので、特に表示のために

何かするということはありません。 

 

但し、あらためて計算はしないが、「既に計算済みである内容を表示させたい」ときは、メニュー

の 

<実行>→<計算結果の表示・印刷> 

と指定してください。その後は以下の説明と同じです。 

 

計算が終わるか、メニューで<計算結果の表示・印刷>が指定されると、下図のような計算結果の

表示画面が表示されます。 

 

 

結果の表示画面を閉じる。 

印刷開始ボタン 

このスラーダーを動かすことで見たい頁を表示さ

せることができます。 

ページ移動スライダー 

「計算結果のレポートは表紙も含めて 2

ページあり、現在はその内の第 1 頁が表

示されている」、というインジケータです。

工事名が入力されていないときはこのよう

な表示になっていますが、工事名が入力

されていれば、その工事名が表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASD Co. & ASD Laboratory 
 

- 16 - 



 

BST-F1 使用説明書 

 

 

スライダーを操作して、ページを移動させてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スラーダーを、このように右へ

移動させると、 

2 ページが表示され、 

ページインジケータも 2(ペー

ジ)になる。 

このスラーダーを上下に移動させると、表

示されていないところも表示されます。 

このスラーダーをマウスで直接左右に移

動させる。 
または、スラーダーの右側をクリックすると表

示ページが 1 ページずつ進む。 

このスラーダーのメモリは表示するページ

数だけ、自動的につけられます。 
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4.6.3 結果の印刷 

 

計算結果は印刷ボタンをクリックすることで行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷ボタンをクリックするとプリンタ設定画面が表示されます。 

但し、下の画面は弊社でのサンプル画面であると同時に、一般と違う部分があるので、お客様の

画面とは雰囲気が違うと思います。 

 

しかし、ここでは「ページ範囲」の設定にのみ注目してください。多分同じだと思います。 

 

印刷は、常に 1 部づつの印刷とな

ります。 

部数はここで設定しても無効で

す。 

詳細は次頁を参照してく

ださい。 

この「ページ範囲」の設定

で印刷するページを指定

します。 
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■ ページ範囲の設定 

 

「どのページを印刷するか？」はここで指定します。 

 

 a. 全ページを印刷するとき  

 

下図のように「全て」にチェックが入っていると、表紙を含む全てのページが 1 部印刷されます。 

 

「すべて」にチェックが入っていると、

表紙を含む全てのページが 1 部印刷

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｂ.ページ範囲を指定して印刷するとき  

 

下図のように「ページ指定」にチェックが入っていると、その右枠で指定されたページが 1 部印刷

されます。 

このとき、表紙は 1 ページになることを考慮してページ設定をしてください。 

 

なお、ページ範囲の指定方法は標準の Windows 仕様に沿って指定してください。 

 

設定例： 

または 3-3 3 1) 一つの頁(例：3 頁)を印刷する場合、 

 

2) 3 頁と 5 頁と 10 頁を印刷する場合、 3,5,10

 

3) 1 頁から 5 頁までと 7 頁から 10 頁までと 13 頁を印刷する場合、 1-5,7-10,13

 

 

このとき、表紙は１頁になりますので、

注意してください。 

「ページ指定」にチェックが入ってい

ると、その右の入力枠で指定された

ページが 1 部印刷されます。 

 

 

 

 

 

 

 

注意： 設定例での設定方法は、ある特定のメーカー(エプソン)のプリンタドライバーを例に記

述しています。 

お客様がお使いのプリンタおよびプリンタドライバーによっては設定方法が違ったり、

場合によっては使用できないものがある場合もあります。 

実際の設定に際しては、お客様がお使いのプリンタドライバーを確認してください。 
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ここでは、全ページを印刷することにします。 

 

 

「印刷」ボタンをクリックし

てください。 

「ページ範囲」の「全て」に

チェックをして、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで全ページの印刷ができます。 

 

 

いかがでしょうか。 

これで BST-F1 のデータ入力から計算、計算結果の表示、印刷と一通りの操作をしてきました。 

全て簡単な操作なので、すぐにご理解されたと思います。 

 

わかりにくい点は、何度か操作して見ることで理解できると思います。 
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５．入力データの管理 

 

この項で説明するデータの流れの全体図を、以下に示します。 

 

実行用データと保存データ、そして保管データの関係、特に保存データと保管データを混同しないようお

願いします。 

 

実行用データ(入力データファイル) 

このデータファイルは、実行用データファイ

ルで、このファイルには入力データだけでな

く、それらの計算結果も記録されています。

dat ホルダ(ワークエリア)で、通常は 

○:\ASD\BST-F1\DAT 

になっています。 

入力 

データ入力・修正 

5.2 入力データの読込み 

5.1 入力データの保存 

保存データホルダ 

入力されたデータは、圧縮され保存され

る。保存先のホルダは、初期設定では

「保存データ」という名称のホルダで、 

○:\ASD\BST-F1\保存データ 

に設定されています。 

リムーバブル

メディア 

このホルダは、LAN で繋がっている他の

PC 上にあっても可。 

5.5 保存データの削除 

データ保管 
保存されているデータを、圧縮したまま、他の

メディアや、保管用ホルダにコピーまたは保

管することができます。 
また、逆に保管されているデータを保存ホル

ダ内に読み込むこともできます。 

保管用として用意したホルダ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3 保存データのコピー  

 
5.4 保存データの移動  
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5.1 入力データの保存 

 

■ 入力したデータは後日の再使用等に備えて保存しておくことができます。 

■ 入力データを保存するときは、保存のために使用するディスク容量をできるだけ少なくするため、

LZH 方式によって圧縮をして記録されます。 

■ 保存するときの、保存先ホルダは標準では 

○：\ASD\BST-F1\保存データ 

というホルダが用意されていますので、特に変更の必要が無ければそのホルダを使うことになりま

す。 

■ しかしお客様は自分の都合で、プログラムが動作している PC からアクセスできる PC 上の記録が可

能なメディアであれば、どのＰＣに対してでも保存用のホルダを設定し、そこにデータを保存すること

ができます。というより、データを保存すれば、その保存先がデータ保存ホルダと(呼ばれるように)な

るということです。 

■ ここでいう「プログラムが動作している PC からアクセスできる PC 上」とは、例えば同一 PC 内の HDD

や、LAN で繋がっている他の PC 上の HDD 等を指します。 

■ また、保存先が必ずしも HDD でなくても CD-R/RW や FDD のようなリムーバブルメディアであって

もかまいません。 

■ 但し、それぞれのメディアには記録可能な容量に限界がありますので、注意が必要です。 

■ 一つの工事分として 5～10 種類の基礎データが記録されているとして、そのときの圧縮されている

ファイルサイズは、およそ 700～８00 バイトになります。これを基準に計算すると、１枚のフロッピー

(1.4Mbyte)に記録できる工事数はおよそ 1835 工事となります。 

■ しかし、なかなか計算通りには行かないのが実情です。そこで実効率を 80%として再計算すると、そ

れでも 1468 工事分くらいは記録できそうです。これなら何とかなりそうですね。 

■ とは言え、特にフロッピーディスクに記録するときは、空き容量を確認しておいてください。 

 

 

それでは操作です。 

<ファイル>メニューの<現実行データを保存>をクリックしてください。 

 

 

<現実行データを保存>を

クリックする。 

<ファイル>メニューの 
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データ保存のダイアログが現れます。 

ここではインストール直後の状態を前提にしていますので、以下の点に注意してください。 

注意 1： 「保存する場所」が<保存データ>になっている。 

注意２： 「ファイル名」が”(未定)”になっている。 

 

 

 

ファイル名には、現在のデータの「ファイル名」が表示されています。この操作説明の流

れでは、練習データを保存する流れで、しかも練習データにはファイル名は入力されて

いません(工事名も)。 

従ってここでは「(未定)」というファイル名のままになっています。 

もちろん、このまま「(未定)」をファイル名にして保存することもできますが、実際に保存

するときはやはりチャンとしたファイル名をつけて保存することをお奨めします。 

<保存データ>になっている。これは BST-F1 のディフォルト設

定値です。 

お客様がここ以外のホルダに保存する場合は、次から最後に

保存したホルダがディフォルト値(ホルダ)として表示されます。

既に保存されているデータ。 

この二つのデータは、BST-F1 をインストール

するときに自動的に組み込まれているサンプ

ルデータです。 

新しくホルダを作成するときはここを操

作してください。 

ここ以外のホルダに保存する場合は、こ

こを操作し、目的のホルダを開いてくだ

さい。 
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ファイル名の入力欄に「練習」と入力し、保存ボタンをクリックしてください。 

これでファイルは、「練習.LZH」で保存されます。 

 

 

ここでは保存するファイル名を「練

習」とします。 
ファイル名に「練習」と入力し、 <保存>ボタンをクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで、データ保存の説明は終わりです。 
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5.2 保存データの読み込み 

 

■ 保存しているデータは、後日の必要に応じて読み込むことができます。 

■ 読み込みに行くとき、最初に開く保存データホルダは、最後に保存したほろだとなります。 

■ 最後に保存したホルダ(メディア)がリムーバブルメディア(CD-ROM/FD 等)の場合、同じドライブにリ

ムーバブルメディアがセットされてないとエラーになり、本来の BST-F1 の保存用ホルダを開くことに

なります。 

 

それでは操作です。 

<ファイル>メニューの<保存データを開く>をクリックしてください。 

 

<ファイル>メニューの 

<保存データを開く>を

クリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データを読み込むダイアログが表示されます。 

 

既に保存されているデータが表示されて

います。 

このデータは「5.1 入力データの保存」の

保存説明で保存したデータです。 

最後にデータを保存したホルダが、データを読み込むときにディフォ

ルトホルダとして開かれます。 
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読み込むファイル名、ここでは「テストデータ(SI).LZH」をクリックし、<開く>ボタンをクリックしてください。 

これで保存ファイル「テストデータ(SI).LZH」は読み込まれます。 

 

 

<開く>をクリックする。 

ここにデータ名が表示されます。 

「テストデータ(SI).LZH」をクリックし、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認画面で<OK>をク

リックする。 

 

 

 

 

 
そして、データ読込み終了の

確認画面で<OK>をクリックす

る。 

(やれやれ、くどいね) 

 

 

 

 

 

 

データが読み込まれたことを確認

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで、データ読み込みの説明は終わりです。 
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5.3 保存データの保管(移動・コピー) 

 

■ 保存データの移動またはコピーは、既に保存されているデータ(保存データ)を、フローピーディスク

や CD-RW のようなリムーバブルメディアまたは HDD 上のホルダに保管する処理です。 

■ 従って、現在の実行用データ(メインメニュー画面に表示されているデータ)を直接「保管」の対象と

することはできません。 

現在の実行用データを保管するときは、一度データを「保存」する必要があります。 

なお、データの保存に関しては「5.1 入力データの保存」を参照してください。 

■ 保管先はお客様が自由に指定できます。但し、LAN で繋がった PC にはアクセスできません。対象

は自 PC のみです。(2003/4/01 現在) 

■ また移動とコピーの違いですが、移動は対象となるデータを目的のホルダまたはメディアにコピーし

た後、もとのデータを削除します。 

■ これに対し、コピーは対象となるデータを目的のホルダまたはメディアにコピーした後、もとのデータ

はそのまま残します。 

■ 目的に応じて移動とコピーを使い分けてください。 

 

 

それでは操作です。 

<ファイル>メニューの<保存データの移動>をクリックしてください。 

 

 

<保存データの移動>を

クリックする。 

<ファイル>メニューの 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次へ行きます。 
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データを移動するためのフォームが表示されます。 

ここで画面の説明をしておきます。 

 

 

新たに移動先ホルダを作成す

るときに使用します。 
移動元のホルダまたはリム

ーバブルメディアを指定し

ます。 

ここに表示されている移

動対象の保存データリス

トの中から、移動させよう

とするデータをクリック

し、 

 
こちら側に移し、 

ここに移動対象のもととな

る保存データが表示され

ます。 

このボタンで 

ここにはもととなる保存デ

ータの中から、実際に移動

対象として指定された保存

データが表示されます。 

 
 
その移動結果がここに

表示される。 

ここにはもととなる保存デー

タの中から、実際に移動対

象として指定された保存デ

ータが表示されます。 

このボタンで移動を

実行すると、 

移動元の保存データが記録さ

れているホルダを指定します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれのパーツの役割や流れはわかりましたか？ 
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それでは操作です。 

 

ここでは、データの作成、保存での例題の続きとして操作です。 

つまり、<保存データ>ホルダに保存されている「練習.LZH」を、A ドライブのフロッピーディスクに保管

(移動)する場面として説明します。 

 

まず、第一段階は<保存データ>ホルダを開きます。 

 

 

ここまで問題ないですね？ 

すると<保存データ>ホルダの中にある保存データが表

示されます。 

次に、今表示された<保存データ>ホルダをダブルクリッ

クして開きます。 

<保存データ>ホルダは、<BST-F1>ホルダの中にある

ので、<BST-F1>ホルダをダブルクリックします。 

すると、<BST-F1>ホルダの中にある 

<DAT>ホルダ 

<PRG>ホルダ 

<保存データ>ホルダ 

が表示されます。 

最初、この画面から 
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次は、移動させるデータを指定します。 

その前に一括指定ボタン [>>] 、[<<] の操作説明をします。 

 

今度は「一括で戻すボタン」をクリッ

クしてください。 

すると、先ほど選択されていた選

択済みデータ全てが、もとの選択

対象(未選択)データの表示エリア

に戻ります。 

すると移動選択対象データが、一

括して選択され、ここ選択済みデ

ータ表示枠内に移動されます。 

試しに、「一括指定ボタン」をクリッ

クしてください。 
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さて、次は本番です。 

<保存ホルダ>内の「練習.LZH」を A ドライブのフロッピーディスクに保存する操作をします。 

説明は<保存ホルダ>が開かれたところからとなります。 

 

 

そして、選択対象枠の中からは、今選

択したデータは表示されません。しか

し、これは表示されていないだけで、

実際には存在していますので安心し

てください。 

すると、指定されたデータのみ

が選択済み表示枠内に表示さ

れます。 

移動ボタンをクリックします。 

移動させたいデータ「練習.LZH」をクリックし、
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移動させるデータは選択できましたので、次は移動先の A ドライブ(フロッピーディスクドライブ)を選択

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すると、ドライブ選択はこのよう

になり、a(ドライブ)が選択された

ことがわかります。 

ここには A ドライブのフロッピー

ディスクの内容が表示されます

が、フロッピーに何も記録され

ていなければ、このように何も

表示せれていません。 

選択できるドライブがリスト表示され

ます。 

その中から a(ドライブ)を選択(クリッ

ク)します。 

ドライブ選択ボタンをクリックすると、 

 

そして、<移動実行>ボタンをク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動処理が終わるとこのような確

認 画 面 が 表 示 さ れ ま す の で 、

<OK>をクリックしてください。 
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これでデータ移動処理が終了し、下図のような画面になり、保存データが移動されているのが確認で

きます。 

 

 

データがここに移り、 

もとのデータは削除されました。 

(移動処理なのでもとのデータは削除

されています。) 

移動が確認できたら<戻る>ボタンをク

リックして移動処理画面を終了し、メイ

ンメニューに戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで移動の説明は終わりです。 

 

■ 次は「保存データの削除」についての操作説明となるわけですが、ちょっと問題です。 

■ 何が問題か、と言いますと「現状では練習とは言え削除をするテストデータがない」のです。 

■ そこで、ここではもう一踏ん張りして、「移動」ではなく「コピー」にてデータを保管する作業を簡単に

説明しますので、同じように作業してみてください。 

■ しかも、ここでは「今 FD に保管(移動)したデータを、コピーモードで保存ホルダに読み込み直す」と

いうパターンで説明します。 

■ これは次の「保存データの削除」の練習のために必要ですので、ぜひともこの作業をしておいてく

ださい。 

■ 疲れましたか？申し訳ありませんね。  
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5.4 保管データの読み込み 

 

すぐ前で説明しましたように、ここでは「FD に保管されているデータを、保存ホルダに読み込み直す」と

いうパターンで説明します。 

このとき、FD に保管されているデータはそのまま残しておくことにします。つまり「コピー」ということです。 

 

まず、ここまででコピーするデータを選択しました。 
次はコピー先の設定です。 

選択されたデータがここに表示されま

す。 

コピー対象として選択するボタンをクリ

ックします。 

その「練習.LZH」をクリックし、 

A ドライブ(FD)に保管されている「練

習.LZH」というデータが表示されてい

ます。 

A ドライブ(FD)を指定します。 

ドライブ選択ボタンをクリックし、 
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最後に<コピー実行>ボタンを

クリックする。 

「もとのデータを残す」をクリックする。

これで FD から保存データホルダにデ

ータをコピーした後も FD のデータを

残します。 

<保存データ>ホルダ内にある保存デ

ータが表示される。 

<保存データ>ホルダをダブルクリック

<BST-F1>ホルダをダブルクリック 
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(5) もとファイルも消されないで残って

います。 

(4) コピーされ、 

(3) C:\ASD\保存データの中に 

(2) 練習.LZH というファイルが 

(1) A ドライブ(FD)の中の 

コピー処理が終了した、というダ

イアログです。 

<OK>ボタンをクリックしてくださ

い。 

それでは<戻る>ボタンをクリックしてメ

インメニューに戻りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これでコピー処理の説明は終わりです。 

 

削除処理の準備もできましたので、次は「保存データの削除」です。 
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5.5 保存データの削除 

 

■ 保存データの削除は、タイトル通り、保存されているデータを削除する処理です。 

■ ここで削除すると、もとに戻すことはできません。 

■ 重要なデータは保管等をしておくことをお奨めします(「5.3 データの保管(移動・コピー)」参照)。 

■ ここでは、「5.4 保管データの読み込み」で<保存データ>ホルダにコピーした「練習.LZH」を削除す

る練習をします。  

  

それでは操作です。 

<ファイル>メニューの<保存データの削除>をクリックしてください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<保存データの削除>をク

リックしてください。 

<ファイル>メニューの 

 

データを削除するためのダイアログが表示されます。 

簡単に説明します。 

 

このホルダ内にある、 

削除します。 

このボタン操作で 

実際に削除するファイルが選択さ

れ、ここに表示されたファイルのみ 

これら保存データファイルの中から、 

このドライブの  
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それでは、保存データの削除操作をします。 

 

 
<BST-F1>ホルダをダブ

ルクリックし、 

<保存データ>ホルダをダ

ブルクリックし、 

その中の保存ファイルの中から削除しよう

とする「練習 LZH」をクリックし、 

削除対象ファイルリストへ移すボタ

ンをクリックすると、 

削除対象ファイルとして、ここに表示されます。 
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次は、その削除対象ファイルをクリックし、 

「削除実効」ボタンをクリックします。 

削除作業を取り止めるとき

は<キャンセル>ボタンをク

リックしてください。 
良ければ<OK>ボタンをクリックし

てください。 

すると、本当に削除しても良いの

か、を確認するダイアログが表示

されますので、 

ここにあったデータがなくなっていますね。 
これで削除されました。 

<戻る>ボタンをクリックし、メインメニューに戻

ってください。 

削除作業が終了するとこのような

ダイアログが表示されますので

<OK>ボタンをクリックして削除作

業を終了してださい。 

 

以上で削除説明は終わりです。 
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６．入力データのメンテナンス 
 

6.1 基礎データの修正 

 

入力済みのデータを修正するときは、修正対象のデータをメインメニューのグリッド上でダブルクリックし

てください。 

 

修正するデータをマウスでダブ

ルクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すると、データ修正画面(表示内容は入力画面と同じ)が表示されますので、ここでデータを修正し、<登

録>ボタンをクリックしてください。 

 

ここで<登録>ボタンをクリックしないで、<キャンセル>ボタンをクリックすると、修正された内容は記録され

ないままで修正画面を終わりますので、注意してください。 

 

修正が済んだら<登録>ボタンをクリックして終了してください。

<キャンセル>の場合は、修正内容は記録されずに終了します

ので注意が必要です。 

修正画面が表示されたら、必要な

項目の修正をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正説明は以上です。 
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6.2 基礎データの並び替え 

 

基礎のデータは、入力した順に記録され、表示されます。 

計算処理も入力した順に行われ、当然結果の表示や印刷もまた入力順になります。 

 

でも「それでは困る」と言うときのために、BST-F1 では入力データの順番を並び換えることができるように

しました。 

但し、良くある名前順に、といった何らかのパラメータを基準に自動的に並び替えるようなものではありま

せん。 

お客様がひとつひとつのデータを動かしながら、並び替えるという方法です。 

では、以下に説明をします。 

 

今、基礎データは F1、F2、F3 の順に 3 種類のデータが入力されていますが、この中の F3 の並び位置を

上に移動させる操作をします。 

操作は、 

(1) まず移動させたいデータを選択(マウスでクリック)し、 

(2) 上方向への移動させるときは「上方向への移動ボタン」を、 

(3) 下方向への移動させるときは「下方向への移動ボタン」を 

クリックして行います。 

 

 

 

下方向への移動ボタン 

上方向への移動ボタン 
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では操作の実際です。やってみてください。簡単ですね。 

 

上方向のボタンをクリックすると、 
F3 のデータを選択 (マウスでクリック)し、 

そのまま、もう一度上方向のボタンをクリックすると、 

2 番目にあった「F3」のデータは、再び 1 行上に移動して、

1 行目になります。 

すると、3 番目にあった「F3」のデータが 1 行上

に移動して、２行目になります。 
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データを下に移動させるときは、「下方向への移動ボタン」をクリックするだけです。 

いろいろと操作してみてください。もうサンプル画面は無くてもわかりますね。 

 

 

6.3 基礎データの削除(個別削除) 

 

入力されているデータを個別に 1 データ単位で削除する方法について説明します。 

サンプルデータには、F1、F2、F3 の 3 種類のデータがありますが、その中の一つ、F1 を削除してみまし

ょう。 

 

削除しようとするデータ(基礎名：F1)を選択(マウ

スでクリック)し、 

メニューの中の<基礎データ作成>をクリックし、

<基礎データの個別削除>をクリックしてくだ

さい。 
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ここで指定されたデータを本当に削除しても良いかどうかの確認ダイアログが表示されます。 

一度削除したデータをもとに戻すことはできません。 

削除の前に、もう一打確認して削除をするか中止するかを決めてください。 

 

 

 

削除を中止するのであれば<キャンセル>ボ

タンをクリックしてください。 

削除してもよければ<OK>ボタンをクリックし

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<OK>ボタンをクリックして削除処理を終わり、メインメ

ニュー画面に戻ってください。 

削除確認で<OK>ボタンをクリックすると、指定された

データは削除され、このようなダイアログが表示され

ますので、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メインメニューに戻ると 1 行目にあった F1 のデー

タが削除されていることを確認することができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、データの個別削除の説明は終わりです。 
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6.4 基礎データの削除(一括削除) 

 

ここで説明する「基礎データの一括削除」は、文字通り、現在入力されている全基礎データをまとめて削

除してしまうものです。 

現在のサンプルデータは、「6.3 基礎データの削除(個別削除)」で F1 を個別に削除したため、F2、F3 の

2 種類のデータしかありませんが、このデータを全て一括で処理してみましょう。 

それでは始めます。 

 
「基礎データ作成」メニューをクリックし、 

「基礎データ一括削除」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで指定されたデータを本当に削除しても良いかどうかの確認ダイアログが表示されます。 

一度削除したデータをもとに戻すことはできません。 

削除の前に、もう一度確認して削除をするか中止するかを決めてください。 

 

削除を中止するのであれば

<キャンセル>ボタンをクリッ

クしてください。 削除してもよければ<OK>ボタンをクリッ

クしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

<OK>ボタンをクリックして削除処理を終わり、メインメ

ニュー画面に戻ってください。 

削除確認で<OK>ボタンをクリックすると、入力されて

いるデータは一括削除され、このようなダイアログが

表示されますので、 

 

 

 

 

 

 

 

ASD Co. & ASD Laboratory 
 

- 45 - 



 

BST-F1 使用説明書 

 

 

メインメニューに戻ると、入力されていた基礎データは全て削除されていることが確認されます。 

 

基礎データは、全て削除さ

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、データの一括削除の説明は終わりです。 

 

 
■ なお、このままでは引き続き残りの説明上、何かと不便です。 

■ お手数ですが、ここで「5.2 保存データの読込み」に従って「テストデータ(SI).LZH」を読み込

んでおいてください。 

■ もう説明は無くてもできますね。 

■ でも、読み込んだ結果だけ掲載しておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、データの一括削除の説明は終わりです。 
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6.5 入力データのデータ名(工事名)の変更 

 
「基礎データ作成」メニューをクリックし、 

「工事名の修正」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すると、「工事名」、「ファイル名」、「使用単位」を設定するフォームが表示されます。 

しかし、ここでは「工事名」の入力についてのみ記述します。 

 

それ以外の「ファイル名」、「使用単位」につきましては、それぞれ「6.6 入力データを記録するときのファ

イル名の変更」もしくは「6.7 入力データの単位系の変更」を参照してください。 

 

「工事名」、「ファイル名」、「使用

単位」を設定するフォームが表示

されますので、 

ここに工事名を入力してください。何で

も良いです。 

サンプルでは無難なところで「入力練

習新築工事」としました。 

入力が済みましたら<登録>ボタンをクリッ

クし、メインメニューに戻ります。 
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以上で、「入力データのデータ名(工事名)の変更」の説明は終わりです。 
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6.6 入力データを記録するときのファイル名の変更 

 

「入力データを記録するときのファイル名の変更」は、「6.5 入力データのデータ名(工事名)の変更」や

「6.7 入力データの単位系の変更」と同様に、メインメニューの「工事名の変更」メニューで行います。 

従って、「工事名の変更」フォームが表示されるまでの操作は、前述の、「6.5 入力データのデータ名(工

事名)の変更」と同じですのでそちらを参照してください。 

ここでは「工事名の変更」フォームが表示された後の説明で、「ファイル名」の入力についてのみ記述しま

す。 

 

それ以外の「工事名」、「使用単位」につきましては、それぞれ「6.5 入力データのデータ名(工事名)の変

更」もしくは「6.7 入力データの単位系の変更」を参照してください。 

 

「工事名」、「ファイル名」、「使用

単位」を設定するフォームが表示

されましたら、 

(工事名は入力されていますね) 

ここにファイル名を入力してください。何で

も良いです。 

サンプルでは無難なところで工事名と同じ

「入力練習新築工事」としました。 

通常は、工事名とファイル名は同じ方が、

後々管理が楽です。 

入力が済みましたら<登録>ボタンをクリッ

クし、メインメニューに戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル名が「入力練習新築工事」になりました。 
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このファイル名は、データを保存するときに、自動的に保存ファイル名として設定されます。 

もちろん、保存時にファイル名を変更することもできます。 

ここで参考のため、データ保存画面を出して見ましょう。 

 
「ファイル」→「現実効データを保

存」をクリックすると、 

保存しない場合は「キャンセル」を

クリックしてください。 

ここで、このまま「保存」をクリックすれば、当

然「入力練習新築工事」というファイル名で保

存されます。 

しかし、必要があればファイル名を入

力し直すのは自由です。 

このとき、ファイル名は自動的に設定さ

れているのがわかります。 

データ保存のダイアログが表示されま

すが、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、「入力データを記録するときのファイル名の変更」の説明は終わりです。 
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6.7 入力データの単位系の変更 

 

「入力データの単位系の変更」は、「6.5 入力データのデータ名(工事名)の変更」や「6.6 入力データを

記録するときのファイル名の変更」と同様に、メニューの「工事名の修正」フォームで行います。 

従って、「工事名の修正」フォームが表示されるまでの操作は、前述の、「6.5 入力データのデータ名(工

事名)の変更」と同じですのでそちらを参照してください。 

ここでは「工事名の修正」フォームが表示された後の説明で、「単位系の変更」についてのみ記述しま

す。 

 

それ以外の「工事名」、「ファイル名」につきましては、それぞれ「6.5 入力データのデータ名(工事名)の

変更」もしくは「6.6 入力データを記録するときのファイル名の変更」を参照してください。 

 

単位系の変更は、ここをチェックするだけ

です。 

チェックが済みましたら<登録>ボタンをク

リックし、メインメニューに戻ります。 

今は SI 単位がチェックされていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り敢えず、これで単位系の変更はできましたが、ここで注意が必要です。 

単位系を変更したときは、以下の点を注意してください。(重要) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重 要 

■ 単位系を変更した場合、その単位系が反映されるのは、最後に単位系を指定した以降に入力し

た基礎データに対してのみです。 

■ すでに基礎データが入力されている状態で単位系を変更した場合は、それら入力済みの基礎デ

ータに関しては、単位系の表示は変わっても、入力値はもとのままで単位間による自動変換をさ

れていません。またしません。 

従って単位を変更したときは、必ずその時点で入力済みのデータに関しては全て入力値を調整

しなければいけません。 

■ 以上から、基本的には入力単位はデータを入力し始める前に一度設定し、やむを得ない場合を

除いて入力中に変更するものではありません。 

 

以上で、「入力データの単位系の変更」の説明は終わりです。 
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７．マスターデータの設定(材料強度・サイズ等に関するファイル) 
 

マスターデータはBST-F1を実行するために必要な標準データで、普段はほとんど変更する必要のないも

のです。 

これらのデータは、BST-F1 をインストールしたときに自動的に組み込まれていますので、インストール直後

でもお客様が設定する必要のないものと、使用に際して最初にお客様の環境に合わせてお客様が設定

するものが有ります。 

 

インストール直後でもお客様が設定する必要のないものには、 

z 鉄筋強度マスターファイル 

z 鉄筋サイズマスターファイル 

z コンクリート強度 

があります。 

 

また、使用に際して最初にお客様の環境に合わせてお客様が設定するものには、 

z コントロールマスターファイル 

(「キーアクション設定ファイル」と「キャンセル処理時の設定ファイル」) 

z 共通データの設定ファイル 

がありますが、これらは「８．コントロールファイルの設定(キー操作に関する設定)」および「９．データ入力

支援用補助ファイルの設定」で説明していますので、そちらを参照してください。 

 

以下、ここでは「鉄筋強度マスターファイル」と「鉄筋サイズマスターファイル」と「コンクリート強度の設定フ

ァイル」の 3 種類のマスターファイルのメンテナンスについての説明します。 

 

 

7.1 鉄筋強度マスターファイルのメンテナンス 

 

ここでは使用できる鉄筋の種類とその強度が記録されています。 

メンテナンスが必要な場合は、以下の操作で行ってください。 

メインメニュー画面の<設定>メニュー

をクリックし、 

<鉄筋強度マスター>をクリックしてくだ

さい。 
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z 鉄筋強度のマスターファイルが表示されますので、必要に応じてその値を変更してください。 

z 入力セルに目的の値を入力し、<Enter>，<→>，<←>，<↑>または<↓>キーでカーソル間の移動を

してください。 

z <Enter>，<→>，<←>，<↑>または<↓>キーを押したときの動作の確認は、それらのキーを押して操

作に慣れてください。 

z また、<Enter>，<→>，<←>，<↑>または<↓>キーを押したときのカーソルの移動に付いては、<ｷｰｱ

ｸｼｮﾝ設定>ボタンをクリックすることで設定することもできますが、ここではその説明は割愛します。

詳しくは後述の「8.1 キーアクションの設定」を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<Enter>，<→>，<←>，<↑>または<↓>キーを押した

ときのカーソルの移動について設定することができ

ます。 

詳しくは後述の「8.1 キーアクションの設定」を参照

してください。 

SI単位、CGS単位での、それ

ぞれのヤング係数です。 

鉄筋強度を登録する画面 

 

 

以上で、「鉄筋強度マスターファイルのメンテナンス」の説明は終わりです。 
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7.2 鉄筋サイズマスターファイルのメンテナンス 

 

ここでは使用できる鉄筋のサイズに関するデータが記録されています。 

メンテナンスが必要な場合は、以下の操作で行ってください。 

 

<鉄筋サイズマスター>をクリックしてく

ださい。 

メインメニュー画面の<設定>メニューを

クリックし、 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<異形鉄筋>のデータリスト 

詳しくは後述の「8.1 キーアクション

の設定」を参照してください。 

<丸鋼>のデータリスト 

<丸鋼>をクリックすると、丸

鋼のデータリストが表示され

ます。 

ここで対象とする鉄筋種類を

切り替えるころができます。 

以上で、「鉄筋サイズマスターファイルのメンテナンス」の説明は終わりです。 
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7.3 コンクリート強度についての設定 

 

ここでは使用するコンクリート強度に関するデータが記録されています。 

メンテナンスが必要な場合は、以下の操作で行ってください。 

 

<コンクリート強度について>をクリックし

てください。 

メインメニュー画面の<設定>メニューを

クリックし、 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初は SI 単位での基準強度について表示されます。 

ここで、どの基準式を使用するか指定してください。 
どの基準式を使用するか指

定してください。 
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CGS 単位につきましては、タブを切り替えることで指定できます。 

CGS 単位では、長期に対する短期の倍率を指定してください。 

 

設定が終了したら<登録>をクリックし

てください。 

「CGS 単位でのコンクリート強度」タブをクリックすると、CGS 単

位での設定ができます。 

長期に対する短期の割

合を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、「コンクリート強度についての設定」の説明は終わりです。 
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８．コントロールファイルの設定(キー操作に関する設定) 
 

8.1 キーアクションの設定 

 

ここでは、表形式の画面で入力をするとき、<Enter>，<→>，<←>，<↑>または<↓>キーを押したときのカ

ーソル移動の動作についての設定をします。 

<キーアクション>をクリックしてください。

メインメニュー画面の<設定>メニュー

をクリックし、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

z 以下のような設定画面が表示されますので、ここでキーアクションを指定してください。 

z 選択は、下図の 3 種類の中から選択します。 

z なお、初期設定では 3 種類のうちのどれにもチェックは入っていません。 

 

z 設定画面は、その役目から上下２段に分かれており、上段はキーアクションの設定を、下段はその

設定内容をその場で試すことができます。 

z 設定内容につきましては、いろいろ試してみてください。その方が文字による説明を読むよりわかり

やすいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで動作確認をす

ることができます。 

この中から選択する

項目にチェックを入

れる。 
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以上で、「キーアクションの設定」の説明は終わりです。 

 

 

8.2 キャンセル処理時の設定 

 

ここでは、一部を除く各入力フォームで<キャンセル>ボタンがクリックされたとき、その都度キャンセルに

ついての警告メッセージを表示するかどうかを設定します。 

キャンセル時の警告メッセージも親切で、それはそれで良いのですが、慣れてくると煩く感じるときもあり

ますね。ま、好きなほうに設定してください。 

内容は以下のとおりです。 
メインメニュー画面の<設定>メニュー

をクリックし、 

<キャンセル時のメッセージ>をクリックしてください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初期設定ではキャンセル時の警告メッセージは出力さ

れるように設定されています。 

取り敢えず、ここは<いいえ>をクリックし、一度もとの画面に

戻りましょう。 

「キャンセル時に確認メッセージを表示する」がチェックさ

れていると、<キャンセル>ボタンがクリックすると、いつもこ

の警告メッセージが表示されます。 

このような警告メッセージが表示されましたね。これが

キャンセル時の警告メッセージ画面です。 

<キャンセル>ボタンを押してみてください。 

それでは、キャンセルボタンをクリックするとどうなる

か、ちょっと試してみましょう。 
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一度戻ったので、再びこの画面からです。  

 

 

 

 

 

 

 

<登録>ボタンをクリックしてみましょう。

今度は「キャンセル時に確認メッセージを表示しな

い」をチェックし、 

 

 

 

 

 

 

 

 

すると、キャンセル時にメッセージを表示するかどうかの設定を終了し、メインメニューに戻りますので、本

当に設定されたかどうか試してみましょう。 

再び、メインメニューから<キャンセル時のメッセージ>をクリックしてください。 

 

<設定>→<キャンセル時のメッセージ>クリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<キャンセル>ボタンをクリックしてみましょう。 

この設定画面が表示されたら(「キャンセル時

に確認メッセージを表示しない」にチェックが

入っていますね)、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すると、今度は何の警告も無くメインメニューにもどりましたね。 

どうやら、「キャンセル時に確認メッセージを表示しない」が利いているようです。 

 

以上で、「キャンセル処理時の設定」の説明は終わりです。 
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９．データ入力支援用補助ファイルの設定 
 

9.1 共通データの設定 

 

「共通データ」とは何か？ 

 

z 共通データは、新しく基礎データを作成するときに、どのデータにも取り敢えず最初の段階で自

動的に入力される値です。 

z 例えば、基礎を設計するとき、一工事中のデータであれば地耐力は全て同じ場合がほとんどだと

思います。 

z このような場合は、地耐力の共通値を設定しておけば、基礎のデータを作成するたびにその共通

値が自動的に入力されるので、いちいち入力しなくても済みますので大変便利です(必要であれ

ば、基礎データの入力時に地耐力の入力項がありますので、そこで個別に入力することもできま

す)。 

z 地耐力のほかにも、共通値として設定できる項目は色々あり、基礎のデータ作成を楽なものにし

ています。 

z 共通データは SI 単位系での値と CGS 単位系での値の 2 種類について入力できます。 

z 共通データは、BST-F1 として一組の値しか記憶できません(工事ごとの共通値としては記録され

ません)。 

z 従って最後に設定された共通値が、BST-F1 を使用する時点での共通値になります。 

z 共通値は、いつでも、何度でも状況に合わせて自由に変更(設定)できます。 

z 例えば、同一工事内で 10 種類の基礎を入力するとき、最初の５種類の地耐力は 150ｋN/m2 で、

残りの 5 種類の地耐力は 200ｋN/m2 といったケースでは、最初は地耐力の共通値を 150ｋN/m2 で

入力したあと、ここで地耐力の共通値を 200ｋN/m2 に変更し、そのあと残りの 5 種類のデータを入

力する、といったこともできます。 

 

「共通データ」についてお分かりいただけましたか。 

それでは以下に「共通データ」の設定方法について説明します。 

安心してください。今まで同様、操作は簡単です。 
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ニューをクリックし、 

<共通値の設定>をクリックしてください。 
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共通値を入力する画面です。 

最初は、SI 単位での共通値を入力する状態になっています。 

 

入力が終わったら、<登録>ボタンをクリックし「共通デー

タ」の入力を終了してください。 

最初は、CGS 単位での共通値を入力する場合は、

<CGS 単位>をクリックしてください。 

最初は、SI 単位での共通値を入力する

状態になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、「共通データの設定」の説明は終わりです。 
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１０．メンテナンスについて 
 

z BST-F1 は随時改良が加えられています。 

 

z 改良された修正ファイルは、全て弊社ホームページ上に掲載され、お客様がその修正ファイルをダウ

ンロードし、既にインストール済みの BST-F1 を修正します。 

 

z BST-F1 のお客様は、自動的にサポートメールリストに登録され、弊社ホームページ上に掲載された修

正版の情報は掲載と同時に自動的にお知らせのメールが送られます（不要であれば解除することもで

きます）。 

 

z 既にお客様の BST-F1 に組み込まれているプログラムに関する修正は、基本的には全て無償です。 

 

z 但し、弊社から修正ファイルをフロッピーディスク又は CD-ROM でお送りする場合は、その都度有償と

なり、費用は 1 回の送付に付き 1,500 円(税込み)となります。 

 

z BST-F1 に、新しく計算できる基礎の形状が追加される場合(例：杭基礎の計算等)、またはそれ以外の

計算機能(例：スラブの計算等)が追加される場合は、その都度個別に有償となります。 

 

z BST-F1 について不明な点がありましたら、FAXまたはE-mailでお問い合わせください。 

FAX 番号およびE-mailアドレスは、 

     FAX : 049-225-4755 

     E-mail ：support@asd.gr.jp 

です。 

 

z その他不明な点は弊社まで FAX または E-mail でお問い合わせください。 

 

株式会社 エー･エス･ディー 

カスタマサポート 

http://www.asd.gr.jp 

support@asd.gr.jp 
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１１．単位系について 
 

z BST-F1 では CGS 単位と SI 単位が扱われています。 

 

z ここで CGS 単位は、SI 単位が採用されるまで使用されていた単位を表します。 

 

z CGS 単位では、よく「工学単位」という表現が使用されていますが、これは工学的なこと等の関係者が、

自分の世界で使っている単位であるため「工学単位」と読んでいるだけで、これは正確な表現ではあり

ません。 

 

z 単位は物理量を表すもので、必ず論理的な体系をもっており、それらを単位系といいます。 

 

z 従って単位系はあくまでも全ての物理量を表現すためのユニットを規定するもので、何も「工学」だけが

使用する特別なものではありません。敢えて「工学」という文言を使用して表現するなら「工学でも使っ

ていた」とすべきで、もとより「工学単位」と特別に制定されたものはありません。 

 

z 単位系については弊社ホームページのトップページにある 

     「単位系の表現について・SI 単位と CGS 単位」 

のリンクに掲載していますので、そちらをご覧ください。 
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